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	保護者の声で見る
	緑幼稚園
	～ 子どもも保護者も育つ場所 ～
	入園前は、みんなそれぞれ不安がありました
	入園前に心配だったこと（複数回答）
	8%
	33%
	25%
	25%
	25%
	58%
	58%
	50%

	保護者の声
	不安が解消された
	入園後、

	安心して
	園生活をスタートできました！

	21％
	4％

	42％
	33％
	96％
	不安はあったけれど、先生方やお友達のおかげで笑顔に。
	入園してよかった！
	そう感じています。




	子どもたちの成長を日々感じています！
	できることが増え、心も大きく成長しています。

	自分で考える力
	・お当番の流れを覚え、自分から動けるように 　なりました。
	・自分のことは自分でやろうとすることが 　増えました。
	・お友達とどうしたら仲良く 　遊べるか考えて 　行動できるようになりました。

	友達とのかかわり
	・自分から「遊ぼう」と誘えるようになりました。
	・お友達の名前をたくさん覚え、毎日楽しそうに 　話してくれます。
	・お友達と一緒に遊ぶ楽しさを知り、 　関わりが広がりました。

	挑戦する力
	・苦手だった野菜を食べられるようになりました！
	・歌や踊りが大好きになり、みんなの前でも 　楽しそうに表現できるようになりました。
	・今までやろうとしなかった鉄棒にも 　挑戦するようになりました。

	豊かな心
	・泣いている友達を心配して声をかける姿が 　見られます。
	・「どうしたの？」と優しく寄り添えるように 　なりました。
	・お友達を思いやる気持ちが育ち、 　みんなで遊んだり 　歌ったりする時間を 　楽しんでいます。

	保護者の声
	（成長を感じたエピソード）
	緑幼稚園を選んだ決め手！
	入園を決めた理由はさまざまですが、共通しているのは
	「ここなら安心して子どもを預けられる」
	という想いでした。
	公立幼稚園だからこその魅力
	のびのびとした雰囲気
	先生への信頼
	園の雰囲気の良さ

	実際に通って感じたこと

	安心
	子どもが　　　して過ごせること。 保護者も　　　して預けられること。 その両方がそろっているのが、　　　　　です。

	安心
	緑幼稚園
	アンケートから見えた『緑幼稚園らしさ』
	保護者が感じる「緑幼稚園らしさ」と、 子どもたちの「楽しい！」をご紹介します。

	保護者が感じる「緑幼稚園らしさ」
	子どもが主役！
	先生も保護者も 同じ方向を向いている
	温かな雰囲気
	育てる・触れる 味わう体験

	子どもたちが「楽しい！」と感じていること
	お友達と遊ぶこと
	歌や踊り
	製作の時間
	お弁当
	行事
	園庭遊び

	子どもたちはお友達と遊ぶことや歌・踊り、製作、行事など、 毎日の様々な活動の中で「楽しい！」を感じています。 そのひとつひとつのの経験が、　　　　　　　　　に繋がっています。

	緑幼稚園らしさ
	先生方について
	子ども一人一人に寄り添い、　　 　「子どものために」を第一に 　　　　考えてくれる先生方です。
	小さなことでも相談しやすく、 寄り添ってくれます。
	子どもの成長を一緒に喜んでくれます。
	必要な時にそっと手を差し伸べ、 見守ってくれます。
	子どもたちと全力で遊び、 子どもの目線に立って関わってくれます。
	子どもたちのためになるかどうかを 最優先に考えてくれます。

	先生方の印象
	（保護者の声）
	● 一人一人の様子や成長をよく見守って くださるので、安心して預けられます。
	● 何でもすぐに手を出すのではなく、 　子どもが自分で頑張れるよう温かく見守ってくださいます。
	● 子どもたちと全力で遊び、一緒に笑い、 　一緒に成長を喜んでくださいます。
	● どの先生も話しやすく、困ったことがあれば 　一緒に考えてくださるので安心して相談できます。

	これから入園を考えている方・迷われている方へ
	信頼できる先生方ばかりです。 行事も多く、子どもの様子を 見られる機会もたくさんあります。 2年保育ですが、毎日が とても充実していて、 子どもの成長 を感じられる幼稚園です。
	子どもが楽しいと思える 幼稚園はたくさんあると 思いますが、緑幼稚園は 「楽しい」だけではありません。
	遊びの中に学びがあり、 その積み重ねが数年後の 子どもの姿につながっていることを 実感しています。
	今だけでなく、その先の成長を 見据えた保育をしてくださる 幼稚園だと思います。
	途中入園ですが、 一番最初に思ったのは、 なんて雰囲気がいい 幼稚園なんだろう！ ということです。
	これは先生方、今までの 保護者の方々の温かさが 作ってきたものなんだなぁと 思いました。 迷っている方にも安心して 入園をおすすめします！
	未就園児クラスのご案内


	ちゅうりっぷの会
	こんなことができます♪
	親子で遊んだり、同年代のお友達と交流したり できる未就園児クラスです。 気軽に遊びに来てくださいね！
	園の雰囲気を体験できます！
	親子で自由に遊べます
	対象
	未就園児と保護者の方
	開催日
	（原則）毎週木曜日
	時間
	10：30　～　12：00
	緑幼稚園　園庭・ホール
	先生や保護者同士で お話できます
	子育ての悩み相談OK！
	予定表や詳細は こちらから ご確認ください♪



